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くなると,相転移は起 りにくくなるo即ち, orderedphaseが存在しはじめる次元 d｡
一臨界次元数-が大きくなる｡たとえば,離散的な群 SO(1)(Isingmodel)に対 しては
d｡- 1, 連続的な群 SOh)(Heisenbergmodel) に対してはdc- 2である｡最近,
群のパラメーターが格子上の点に依存する様なゲージ場の系が導入された.D達観的ゲー
ジ群に対しては,dc-4 であると期待する理由があるo この様な系勘 ゲージ不変な
状態スペクト/レを持った相対論的場の理論に対応する｡この際,不変でないobject (






に対する recursionequation が一致するoしたがって,特に離散的群に対 してd｡- 2
ゲージ場の連続的群に対してd｡-4であるO 一般には recursionequation の数値解に











によって注意されたように, Z-functionalは乗算の特性をもっている. 即ち, とな り合う
2つの領域を1つに合同させる時, Z血nctionalを2乗して共通の境界上のスピンについ
て積分しなければならない｡簡単のために正方形の領域を考える｡そうすれば,長さ2L
の辺をもった正方形の functional Z2Lは, 4つの ZL･functionalの積の平均に等しいO
Z2L tS,)-∫H(dSin.)i=klZL ISr.)1
(dS)…dnS∂(1-S2)T(n/2)がn/2.







































wL-W ISi+ (p-βC)Ll/y¢1iS)+hLd-A¢2iSi (8)*
の不安定な固定点に関係 しているO 臨界指数 y及びAはW のまわ りに線形化した方程*




F (β, h )- (β-P c )v d f ( h (β- βC )(A -d)y )+regularterm (9)





段が十分とみとめられれば,現実的な意味をもつ ｡ よく知られた Wilson の近似は,ス
ピンのゆらぎが Gaussianに近いd- 4-8において正しいO





ZL- FL( S., S; )FL ( S2 ･ S '2 )
(1)における内部の平均 された4つのス ピンについて積分すると(3図 )
F2L(S,S′)-(Ff)…S′ al)






























FL- 君 f｡(L )x｡( SS′)N｡ u5)
の形をとるo Fourier成分 fp(IJ)に対しては,(14)から方程式
















































































を得る.e展開の第一項 2βC- e-1,A′- 1, A - 0は = こ匪存 しないo したがっ
て,これ らは正確であると期待出来る.この証明を得ることは出来なかったo E展開の








わかっているo我々の方程式は((20)で =^ 1として(17)のおきかえを行う)d- 3ではβC










β(lL)- le月(L)+(1/6)(n-2)lE(ト 1)+o(β~1 )
を得る｡ これから,転移点が求まり





















































分領域 凧 < 打 の端に関係しているからである. もし,積分を困 <∞に広げると,






2-Av(0,-P ESdpexp (-P(p-;)2jcos誓ow(甲, (M,
を得るo この解は β2とT…β~1 の2重級数の形で求めることが出来る｡
β2 7T ′β2g- 1-- (1+- -- 十･･････)
24 90 80

























































のふるまいQj:, wilson3)の仕事から知られるO 上にある曲線は,エ ネルギー密度 の







チェフの多くの discussionと criticalな remarkに感謝する｡又,数値計算を助けてく
れたE.B.ボゴモリニイ及びⅤ.Ⅴ.バシキンに感謝する｡
訳者注* 空間の次元と混同せぬ事｡
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A.A.ミグダル (川畑有郷訳)
6図 一般化されたHeisenbergmodelSO(n)に対する,スピン
の次元 (A)とェネルギー密度の次元 (A′)の空間次元-の
定性的な陵存性｡d- 1及びd- 2におけるふるまいはre-
cursionequation･d-4の場合はe展開からもとめたもの｡
×印は,2次元及び3次元の知られている指数を示す｡
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